






はじめに 

 安全分娩管理により胎児予後を改善し、その効果を確立する場合,最も重要なことは,児

の心身障害の低減であり,そのため新生児に於いては,Computer Tomography(CT)および脳

波の Computer 処理,なかんずく機能面を含めた脳幹部について,後考の内,聴性誘発反応,

特に脳幹反応が注目されつつある。 

 我々は,この点に着眼し,初めて,本法の胎児臨床を試み,厚生行政に資するに足る有益な

知見を獲得することに成功したのでここに報告する。 


